
 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染者数高止まりの第６波…収束を切に願います。 

昨年 11月、久々に結婚式に出席しました。最近はコロナ禍で式を挙げない方が 

多いようですが、実際のデータ（2020年版）はどうなっているのか調べてみました。 

 

 

日本全体では 1972 年をピークに減少傾向で 2020年は

戦後最少となりました。 

厚生労働省は「令和婚ブームの反動や、新型コロナ感染拡大

の影響でカップルが結婚を先延ばしした可能性が考えられ

る」と指摘しています。 

平均初婚年齢は､男性 31歳､女性 29.4歳。最も低いのは

山口県で､最も高いのが東京都。新潟県は平均並みでした。 

  

 

出産の前提となる婚姻数の減少やコロナ禍による 

「産み控え｣の影響で､出生数は前年より２万４４０７人減

り､過去最少。2021 年以降さらに出生数が減る恐れがあり

ます。 

１人の女性が生涯に産むことが見込まれる子供の数を示す

「合計特殊出生率」も５年連続の低下。こちらもコロナの 

影響で一段と低下する可能性が高いそうです。 

 

 

 生涯未婚率（50歳時未婚率）は年々上昇しています。 

将来的には男性の 30％、女性の 20％が 

生涯独身という予測も出ています。 

結婚しない理由の１位は「適当な相手 

に巡り合わないから」､２位は「まだ､必要 

性を感じない」だそう。 

婚姻数の中で、再婚者の率も上がって 

おり、草食系・のんびり屋タイプの人は 

チャンスを逃しているのかもしれません。 

ちなみに新潟県の男性は都道府県別のランキングで上位に入っています。（新潟県の女性

は 29位） 

次ページ「離婚のデータ」に続きます。 
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日本の離婚件数は 2002年の約 29万組

をピークに漸減傾向にありますが、なお毎年

20万件を超えています。 

婚姻と離婚の件数比はおよそ３対 1で 

推移。2019年は、「令和婚ブーム」があっ

たため婚姻率が上昇し、離婚率が減少したと

みられていますが、おおまかな件数比率は 

変わっていません。 

 近年の離婚の傾向として、同居期間２０年以上の夫婦の比率が増えていることが挙げられ

ます。熟年離婚増加の理由は、離婚をタブー視する風潮が薄れてきた中で、第二の人生を 

ストレスなく生きたいと考える人が増えたことと、離婚時の年金分割制度の創設も要因の 

ひとつと言われています。 

 

 

離婚率がダントツに高いのが沖縄です。 

理由として、初婚年齢が低く、できちゃった婚が

多く、経済的な問題を抱える家庭が多いことが挙

げられています。実際、沖縄は失業率が最も高い

県なのです。２位以下も九州など暖かい地域が目につきますね。 

一方、離婚率が最も低いのが新潟県です。新潟

に限らず､北陸・東北エリアでは地縁・血縁を大切

にし、人のつながりや家と家の結びつき、家族の

絆が強いという土地柄が、離婚を食い止めている

と考える専門家もいます。 

豪雪地帯で離婚率が低いのは、厳しい冬に耐え抜く辛抱強さが、夫婦関係にも影響してい

るのかもしれません。 

 

 

 

 

 

独身男性は結婚している男性に比べ、寿命が短いことがわかっています。 

独身男性は外食が多く、自炊や運動習慣がないことが原因のようです。 

おそらく糖尿病や高血圧といった生活習慣病にかかりやすくなるのでしょう。ちなみに、 

いちばん短命なのが未婚男性、次に離婚した男性、それから配偶者のいる男性、配偶者と 

死別した男性という結果でした。  

さて、興味深いデータなのですが、反対に女性の場合は配偶者のいる女性が最も短命。 

続いて離婚した女性、未婚女性、死別女性と続きます。女性のほうが孤独への耐性が強く 

変化への適応力もあるからではないかとみられていますが、もしかしたら配偶者のいる 

女性はストレスフルな生活を送っているのかもしれませんね。 

  

コーヒーブレイク 

婚姻・離婚と寿命の関係 



 

 

 

「面接」についてのアンケート結果、採用試験において“受ける”側の声をまとめました。 

◎面接で聞かれてうまく回答できなかった質問の第１位は、「何か質問はありますか」と 

いう逆質問。20代においては、「今後のキャリアプラン」について、38％がうまく回答

できなかったという結果に。 

◎オンライン面接を受けたことがある割合は、46％。 

20代の約半数は、対面よりもオンライン面接を好み、 

40代以上は、オンラインより対面のほうを好む傾向にある。 

オンライン面接の普及により、遠方であっても費用と時間をかけ

ずに採用試験面接を受けることができる点は、受験者の８割近くが

メリットとしてあげています。 

一方で、オンライン特有の“わからなさ”も残るため、企業にとっても受験者にとって

も、オンライン面接のコツを得ていく必要があるでしょう。 

ちなみに・・・ 

◇企業の採用担当者への調査では、「応募者と連絡が取れなくなる経験がある」が 74.9%！ 

「応募を受け付けた後、応募者へ連絡をしたが、何の返信もなかった」が 44.2%、 

「約束した面接に応募者は来ず、更にその後も連絡はなかった」が 40.7%となっています。 

 

 

 

 

  

対面と比べて良かった点 対面と比べて難しかった点 

交通費がかからない（76％） 企業の反応や温度感がわかりづらい（45％） 

スケジュールが調整しやすい（64％） スムーズな通信環境の準備（37％） 

 企業の社風や社員の人柄がわかりづらい（36％） 

採用試験「面接」についての実態 トピックス 

 いまどき就活生の企業選びのこだわりとは？ 

就職情報会社の調査によると学生からよく挙がる５項目（社風・人／仕事内容／ 

給与・待遇／勤務地／企業規模）へのこだわり度合いについて、 

① 最も「強くこだわる」のが「社風・人」（57.5％）で、「ややこだわる」

（34.5％）をあわせると９割（計 92.0％）を超えています。 

②「仕事内容」も９割超（計 91.3％）、 

③「給与・待遇」計 86.4％、 

④「勤務地」  計 68.6％、 

⑤「企業規模」 計 56.6％ となっています。 

つまり、「どこでどれだけのことをしてくれるのか（待遇）」よりも、自発的に

「どんな会社（環境）で何がしたいか」を重要視する学生が多いということが 

うかがえます。 



 

 

 

 

 

 人気作家の短編集。4つの短編に共通するのが「嚙み合わない」と

いう点。 

『なべちゃんのヨメ』 仲の良かった男友だちが結婚するそうで 

婚約者を紹介してくれたが、彼女は何かが大きくズレている…。 

『パッとしない子』 さわやかな国民的アイドルになった元教え子

から密室で思いがけない言葉をぶつけられる。 

『早穂とゆかり』 有名人になったクラスメイトに取材に行くと 

緊張感の中で逃げ場のないやり取りが続く。 

 その人の受け止め方で、記憶というものは時間の経過により変化し､増幅し､化ける。その

「化け物」が嚙みついてくるときには、「聞く耳」も「許し」もなく、完膚なきまでに嚙み 

ちぎられる…。自分も過去、配慮のない言動が多々あるだろうと思い、ゾッとします。どの話

も読みごたえがあり、ドキドキしながらの一気読みでした。 

 

 

 「母性」をテーマに、不倫相手の子を誘拐した女性の３年半に 

わたる逃亡劇と、誘拐された少女の成長後の物語を描いた作品。 

実際にあった「日野 OL不倫放火事件」をモチーフにしたと言われ

ています。 

 不倫相手・秋山の子を堕胎したことが原因で不妊となった希和

子。秋山の子を一目見るために自宅に忍び込むが、赤ん坊が笑いか

けてきたことで衝動的に連れ去ってしまう。子を「薫」と名付け、

知人などを頼って点々とするが行き場に困り、所持金すべてを手放

し女性だけでくらす「エンジェルホーム」に入所。しかし、警察の

捜査を恐れて飛び出し、小豆島に行き着く。やっと安心できる生活を得たが・・・。 

サスペンス調のストーリーにハラハラ。薫との二人の生活を守るために全てを賭けて逃げ

る希和子に「捕まらないで！」と願わずにいられません。また、成長してからの薫の心の揺れ

には胸が苦しくなります。映画は見ていないのですが、読みながら映像が鮮やかに目に浮か

ぶから不思議。秀逸な作品ならではですね。 

 

 

 

 

「ダイエットが必要」と言われてから 

食事に気をつけていますが効果はイマイチ。 

 

「香箱座り」しているさぶろくさんの後ろ姿は 

 七面鳥の丸焼きのような大きさです。 

 

「気になる！」を勝手に情報発信コーナー 

書籍 噛みあわない会話と､ある過去について 辻村 深月 

今月のさぶろく  
（せきね事務所の看板ねこ・5歳 5ヵ月） 

 書籍     八日目の蝉     角田 光代 


